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～校 訓～ 「立志 善心 叡智」

～学校教育目標～

｢学び合い 支え合い 磨き合い｣
～さらなる高みを目指して～

いよいよ冬休みです。
激動の令和４年もまもな
く終わります。振り返る
と今年もコロナ対策に追
われた年になってしまい
ました。そうした中でも、
感染予防に十分配慮しな
がら、部活動の大会やコ
ンクール、修学旅行、立
志祭などの各学校行事を行えたことを、本当
にうれしく思っています。これも生徒はもち
ろん、保護者・地域の皆様のご理解とご協力
のおかげと考えています。本当にありがとう
ございました。
さて、冬休みは短いとは言え、間に大晦日

やお正月があり、日常の生活とは違う生活リ
ズムになりがちです。また、まだコロナの感
染が収束したわけではありません。この冬休
みもこれまで同様に｢健康｣を最優先にした生
活を心がけてほしいと思います。
さらに、安全面では、冬だからこそ気をつ

けなければならないことがたくさんありま
す。生徒指導部から出されたプリントを家族
で確認し、事故のない健康で安全な生活を心
がけてください。
皆様にとって、来年がさらによい年になり

ますよう、心よりお祈りしております。

1２月1４日(水)の
午後に大仙ふるさと
博士上級の皆さんの
認定証授与式を本校
で開催しました。伊
藤教育長さんが、本
校にお見えになり、
直接、認定証・認定
バッジをお渡しくだ
さいました。大仙市
主催のこの事業は、
地域行事への参加や、
企業・施設での見学
・体験など、地域と
関わる活動を通じて、
ふるさとを愛する心を育て、地域の将来を担
う人材の育成を目指す取組です。それでは、
今回認定を受けた皆さんを紹介します。
〈３年〉菊地 齊藤 嵯峨
佐々木 佐々木 田村
富樫 若松 五十嵐
佐藤 佐藤 佐藤
進藤 菅原 俵谷
宮越 菊地

〈２年〉小笠原 金子 金
鈴木 平澤 佐藤 佐藤
渡部

西仙北中では、子ど
もたち一人一人にきめ
細かい対応をしていく
ことができるよう、生
徒支援のための加配の
先生を配置いただいて
います。その状況を視
察するために、12月1３日(火)に、南教育事
務所の指導主事の先生が本校を訪問されまし
た。
指導主事の先生は、はじめに授業を一巡さ

れましたが、子どもたちの授業に取り組む一
生懸命な姿と、どの授業でも子どもたちの自
尊感情や自己有用感を醸成するための手立て
が講じられていることに感心されていまし
た。本校では生徒の臨機応変な発信力を育成
するための取組を、朝集会でも進めていると
ころです。また、あたたかく和やかな雰囲気
の授業の様子も高く評価していただきまし
た。
今回いただいたアドバイスを参考に、さら

なる「生徒主役」の学校をつくっていきたい
と思います。

１２月１２日(月 )、
南教育事務所雄勝出張
所の先生にお越しいた
だいて、道徳の授業研
究会が2年B組で行われ
ました。「譲る気持ちは
あるのに・・・」とい
う資料を基に話し合い
ました。道徳の話し合
いでは、互いに意見を
述べ合うことで、自他
の考えを深めていきま
す。今日の教材は、「思
いやり・感謝」につい
て考えるものでした。
2年B組の皆さんが、

真剣に話し合い、自分
たちの考えを深めてい
くプロセスがとても素
晴らしかったです。「こ
ころ」を「心づかい」に「思い」を「思いや
り」にするには、どんな気持ちや心構えが大
切なのかを学び合うことができました。よい
と思ったことを勇気をもって行動に移すこと
が大事になってきますね。



１２月２１日(水 )の
朝集会では、図書委員
会主催の校内｢ミニビブ
リオバトル｣が行われま
した。これは、自分が
読んだお薦めの本を1
分という限られた時間
で紹介し、その話を聞
いた人がどれだけその
本を読みたくなったか
を競うものです。
今回は各学級から鈴

木さん(２A)、斎藤さん
(2B)、阿部さん(１A)、
佐々木さん(1B)、佐々
木さん(３A)、加藤さん
(３B)がバトラーとし
て、紹介したい本につ
いて、自分の熱い想い
を発表してくれました。
紹介後の質問コーナー
では｢特に共感したとこ
ろは？｣｢サッカーのこ
とが野球にも当てはま
るのか？｣などの質問が
出され、すでにその本
に興味をもちだしてい
ることが分かりました。
今回は、大型モニターを使って、実際の本

の表紙を映像で出すことにより、本への関心
を高めようとした図書委員会の工夫などが見
られ、短時間ではありましたが、アイデアの
詰め込まれたバトルだったと思います。
ネット社会の現代だからこそ、「読書」の

そして「この一冊」の重要性が再認識されて
います。ぜひ、この機会に読書に親しんでみ
てはいかがですか。

１月の主な行事予定
日 曜 教 育 計 画
１ 日 元日(祝日)

学校閉庁～1/4
５ 木 ３年実力テスト
６ 金 ３年学習相談

１･２年課題チェック日
９ 月 成人の日(祝日)

１１ 水 大仙市中学生議会
１６ 月 後期後半開始
１７ 火 １・２年休み明けテスト

生徒会専門委員会
２０ 金 シェイクアウト訓練&停電想定訓練

３年租税教室 １年大綱講演会
英語検定
「大仙っ子新聞読もうＤＡＹ」

２４ 火 基礎テスト(数学)
職員会議

２５ 水 生徒総会議案書読み合わせ(朝)
２６ 木 ３年実力テスト
２７ 金 １・２年綱よい
２８ 土 漢字検定

<冬休みのスクールバス運行時間>
午前８時15分学校着 午後12時30分学校発
午後12時30分学校着 午後４時00分学校発

○令和４年度中学生防火防災弁論大会 努力賞
３年 福田 「思い出を守るために」

○中学生の税についての作文 大曲税務署長賞
１年 佐々木 「私の未来 誰かの未来」

○大仙市明るい選挙啓発標語コンクール 優良賞
３年 佐藤
「ちっぽけな一票だって集まれば未来を変
える大きな力」
１年 佐藤
「投票で選ぶ私の代弁者」

○人権作文コンテスト
大曲人権擁護委員協議会長賞
１年 須合 「いじめのない社会」

○第72回秋田県統計グラフコンクール
第４部(中学生)
入選 ３年 鈴木 ２年 田口
※全国コンクール入賞(奨励賞)

佳作 ３年 田村 ３年 越山
１年 藤原

佳作 １年 佐々木 １年 佐藤
○大仙ふるさと博士中級認定
３年 田代 野中
２年 越山 佐藤
１年 伊藤 佐藤 鈴木

明平 加藤 金
佐々木 佐藤

1２月1４日(水)の
定例朝集会で、 ICT
委員会主催の、タイ
ピングコンテストを
行いました。授業で
も ICT機器を存分に
使いこなしている皆
さんですから、ハイ
レベルなコンテスト
となりました。
コンテストは、各

学級の代表１名(計６
名)が参加し、３名ず
つで１回戦を行い、
勝者同士で決勝戦を
行いました。結果、
優勝は田口さん (２
B)、準優勝は平澤さ
ん (２A)になりまし
た。モニターに写し
出されるスコアに会
場の皆さんからも歓
声が沸き、大いに盛
り上がったコンテス
トになりました。
タイピングは、自分
の考えをまとめたり、
発信したりするとき
の大事な技術となり
ます。その技術が高
まれば、短時間で情
報をやりとりすることが可能となります。限
られた時間を有効に使うことによって、皆さ
んの学習はより深いところへと到達できま
す。コンテストを契機に、皆さんのタイピン
グ技術の向上がますます楽しみになってきま
した。


